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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7745 3,8019 0,73% 4,06% 3,1210 3,9672

対円 JPY 29,09 28,94 -0,52% -3,36% 35,13 27,63

対ユーロ BRL 4,4198 4,4279 0,18% 4,07% 3,8531 4,6831

対ドル JPY 109,77 110,06 0,26% 0,59% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 128,48 128,19 -0,23% 0,59% 124,62 137,50

Index 70.953 71.405 0,64% -9,50% 88.318 69.069

bps 264,60 263,00 -0,60% 36,57% 285,83 142,50

% 11,94 11,90 -0,34% 7,71% 12,40 9,43

% 7,00 6,93 -1,00% 3,75% 7,88 6,21

% 2,3370 2,3370 0,00% 0,81% 2,3691 1,6959

Index 195,34 197,24 0,97% -3,00% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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ブラジル中銀は昨日、ＣＯＰＯＭ議事録を公表（６月１９－２０日開催分）。本会合で中銀は全会一致で政策金

利を据え置いた上で、経済を巡る不確実性の増大を踏まえ、次回以降の金融政策方針に関する文言を削除

した（フォワードガイダンスの削除）。今回の議事録でもこの点が確認されたことに加え、①今後の経済指標は

トラック運転手による大規模ストライキの影響を受ける可能性が高い（特に、７－８月の経済指標で経済活動に

関するより明確な手掛かりが得られる見通し）、②５－６月の経済指標の一部は、既にストライキの影響を反映

している、③足元のショックがインフレ率に与える影響については、引き続き２次的影響を重視すべき、との見

解を示した。中銀は、「為替水準と金融政策に機械的関係は存在しない」と繰り返し述べていることから、通貨

防衛を目的に利上げに踏み切ることは想定されず、引き続きレアル安を中心とした最近のショックが引き起こし

た影響が短期的なものなのか、コアインフレへ影響を与えるものなのかを慎重に見極めていくと考えられる。

なお、国家通貨審議会（ＣＭＮ）は昨日、２０２１年のインフレ目標を３．７５％に引き下げることを決定（２０１８

年：４．５％→２０１９年：４．２５％→２０２０年：４．０％。上限・下限のマージンはいずれも１．５％）。中銀が今後も

インフレ率を低位に誘導していくとコミットしたことはポジティブであるものの、インフレ率に影響を与えうる財政

規律の維持と為替水準にどう対処するか、マーケットはより厳しい視線を向けることになる。


